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41.高田 純：「放射線これだけ知れば怖くない」第 4 回,ザ・リバティ, No.204, 2 月号 88－89,幸福

の科学出版, 2011. 

42.高田 純：「放射線これだけ知れば怖くない」第 5 回,ザ・リバティ,No.205, 3月号, 68－69,幸福

の科学出版, 2011. 

43. 高田 純：「自らの人体実験で確認！放射性ヨウ素の害を防ぐにはコンブのだし汁がお勧め」壮快, 

38(8): 122-123,マキノ出版, 2011. 

44 .高田 純：「故郷喪失を福島県民に強いた菅直人の犯罪」, 撃論, 3, 76-85,オークラ出版, 2011. 

45. 高田 純：「原発のある町」, 宝島, 39(6), 161-164, 宝島社, 2011. 

46.高田 純：「対岸の火事ではないシルクロードの悲劇」シルクロードの今昔, 1-7, 日本シルクロー

ド科学倶楽部, 2011. 

47.高田 純：「福島の放射能、恐るるに足らず」WiLL, No.78, 62-73, ワック出版, 2011. 

48.高田 純：「故郷喪失を福島県民に強いた菅直人の犯罪」撃論,3, 76-85,オークラ出版, 2011. 
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49. 高田 純：「福島の畜産農家との現地調査で分かった野田政権「立ち入り禁止区域」のデタラメ，

撃論, 4, 133-141, オークラ出版 

50. 高田 純：「福島に“非科学の極み”「帰還困難地域」を設定した政府試算の悪意とデタラメ」

撃論,6, 107-113, オークラ出版 

51. 高田 純：「物理は仏理」, 鶯乃声,1052号, 45-62,宗教法人 念法眞教 

52. 高田 純：「小林よしのり『脱原発論』は放射能恐怖を撤布する有害図書」, 撃論, 7, 82-61,

オークラ出版 

53. 高田 純：福島の放射線衛生調査からの報告 低線量で健康被害は発生しない ,神奈川医学会

雑誌, 第 39巻, 2 号, 65-76,（第 53 回神奈川医学会総会・学術大会 特別講演） 

54. 高田 純：高田 純：「“福島県の放射能汚染“はウソだ」と国会で叫んだ、日本維新の会・西

田譲代議士を熱く支援する！撃論,第 10 号, 56-62,オークラ出版,2013 

 

55. 高田 純：「原発前の海で泳ぎますよ、東電社長！ 安倍政権潰しの非科学的報道の嘘」、反日

マスコミの真実!2014 ～特定秘密保護法反対は最後の断末魔～，撃論, 64-73,オークラ出

版,2014 

56. 高田 純：「福島 20km 圏内帰還困難区域の設定に誤り 科学にもとづく福島復興なしに、オリン

ピック成功なし」、日本原子力学会誌, 56(4), 4-5, 2014 

57. 高田 純：「優しい時間」 連載 ガリレオの休日①, 鶯乃声３月号, 通巻 1085 号, 79-82，

宗教法人 念法眞教 2015 

58. 高田 純：「美しい南の島のゆくえ」 連載 ガリレオの休日②, 鶯乃声４月号, 通巻 1086号, 

79-82，宗教法人 念法眞教 2015 

59. 高田 純：「日本文明の形成に大きく関わる海路」 連載 ガリレオの休日③,    鶯乃声５

月号, 通巻 1087 号, 75-78，宗教法人 念法眞教 2015 

60. 高田 純：「迷信ではなく科学を」 連載 ガリレオの休日④, 鶯乃声６月号,    通巻 1088

号, 75-78，宗教法人 念法眞教 2015 

61. 高田 純：「あの日、東京で」 連載 ガリレオの休日⑤, 鶯乃声 7月号,通巻 1089 号, 72-75，

宗教法人 念法眞教 2015 

62. 高田 純：「震災元年４月、現地へ」 連載 ガリレオの休日⑥, 鶯乃声 8月号,通巻 1090号, 

75-78，宗教法人 念法眞教 2015 

63. 高田 純： 「福島と神様」 連載 ガリレオの休日⑦， 鶯乃声 9 月号,通巻 1091号, 79-82，

宗教法人 念法眞教 2015 

64. 高田 純：日本人は核といかに向き合うべきか「科学的事実に基づく放射線の正しい知識を知

る」月刊致知,９月号, 114-116,致知出版社,2015 

65. 高田 純： 「福島と神様」 連載 ガリレオの休日⑧， 鶯乃声 10月号,通巻 1092 号, 88-91，

宗教法人 念法眞教 2015 

66. 高田 純： 「福島第一原子力発電所前に立つ」 連載 ガリレオの休日⑨， 鶯乃声 11月号,通
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巻 1093号, 79-82，宗教法人 念法眞教 2015 

67. 高田 純： 「南相馬の心配に応える」 連載 ガリレオの休日⑩， 鶯乃声 12 月号,通巻 1094

号, 96-100，宗教法人 念法眞教 2015 

68. 高田 純： 「都内のラジウム砂風呂温泉体験記」 連載 ガリレオの休日⑪， 鶯乃声 1 月号,

通巻 1095 号, 151-154，宗教法人 念法眞教 2016 

69. 高田 純： 「黒曜石、見いつけた！」 連載 ガリレオの休日⑫， 鶯乃声 2月号,通巻 1096

号, 59-62，宗教法人 念法眞教 2016 

70. 高田 純： 「牛との再会」 連載 ガリレオの休日⑬， 鶯乃声 3 月号,通巻 1097号, 47-50，

宗教法人 念法眞教 2016 

71. 高田 純： 「1986 年の衝撃」 連載 ガリレオの休日⑭， 鶯乃声 4月号,通巻 1098号, 72-

75，宗教法人 念法眞教 2016 

72. 高田 純： 「10 年後 ひまわりの舞台」 連載 ガリレオの休日⑮， 鶯乃声 5 月号,通巻 1099

号, 73-76，宗教法人 念法眞教 2016 

73. 髙田 純：「ロシア科学から理解する福島」連載 ガリレオの休日⑯， 鶯乃声 6月号,通巻 1100

号, 94-97，宗教法人 念法眞教 2016 

74. 髙田 純：「１万年間の家賃」連載 ガリレオの休日⑰， 鶯乃声 7月号,通巻 1101号, 49-52，

宗教法人 念法眞教 2016 

75. 髙田 純：「ケープタウン会議 福島はレベル６」連載 ガリレオの休日最終回， 鶯乃声 8 月

号,通巻 1102 号,43-46，宗教法人 念法眞教 2016 

76.  高田 純：「もし日本が核攻撃を受けたら」,ザ・リバティ, No.269 7月号, 30－34, 幸福の

科学出版, 2017. 

77.  高田 純：シミュレーション「北の核が日本に落ちたら」月間 正論 , 2017年 8月号, 206－

215, 産経新聞社 2017. 

78. 髙田 純：「シベリア抑留 隠された真実 日本人抑留者はソ連核開発の捨て駒にされた！」 

WiLL2018 年７月号、324-333, ワック 2018. 

 

Ⅲ メディア関係（新聞・TV・ラジオ・週刊誌） 

1. 高田 純：「シルクロード「核汚染」を隠蔽し続けるＮＨＫの大罪」、週刊新潮, 516(29)2011

年 7 月 28 日号:44-47, 2011（査読 有） 

2. 高田 純：「放射線という集団ヒステリー」週刊新潮, 516(16)2011年 4月 14 日: 117-122, 新潮社, 

（査読 有） 

3. 高田 純：「放射能ヒステリーを煽る」週刊新潮, 56(29), 138-141, 新潮社（査読 有） 

4. 高田 純：飯舘村首相「責任逃れ」の避難指示 「政策に根拠なし」, 産経新聞平成 23 年（2011）日

刊 24575 号, 5 月 5 日 1,3面,2011 （査読 有） 

5. 高田 純：「放射能 ぶつかる見解」朝日新聞, 2011年 9月 24日発行（査読 有） 

6. 高田 純：「福島放出線量 安全の範囲」福井新聞, 2011年 9月 26日発行（査読 有） 
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7. 高田 純：「朝まで生テレビてってい討論！原発」, テレビ朝日, 2011年７月２２日放送（２５：

５０～２８：５０） 

8. 高田 純：「生島ヒロシのおはよう一直線 生出演 福島の放射線について語る」 TBSラジオ , 

２０１１年９月２３日放送（６：１５～６：２３） 

9. 高田 純：「たけしのガチバトル 2011 福島の低線量について語る」 毎日放送 , ２０１１年

１２月２８日放送 

10. 高田 純：「ニコ生アゴラ「放射能はそんなに危険？原発のリスクを考える」 インターネットテ

レビ 生出演, ２０１１年１月１９日放送 

11. 高田 純：「ニコ生アゴラ「福島はチェルノイブイリにも広島にもならなかった」 インターネッ

トテレビ 生出演, 2012年 2月 21日放送 

12. 高田 純：「誇りなければ国は守れず、放射能キャンペーンの真実と原子力政策の行方」 日本文

化チャンネル桜放送 , ２０１２年８月３日 ２１：００－２１：３０放送 

13. 高田 純：「放射能キャンペーンの真実と原子力政策の行方」 日本文化チャンネル桜放送 , ２

０１２年８月１８日 ２０：００－２３：３０放送 

14. 高田 純：発がんリスクはゼロ,伊勢新聞平成 24 年（2012）日刊 46523 号,9 月 29 日 14 面,2012 

（査読 有） 

15. 高田 純：「原発事故から二年～日本のエネルギー政策の行方」 日本文化チャンネル桜放送 , 

２０１３年４月４日 ２０：００－２３：００放送 

16. 高田 純：「平成 25 年度一般会計予算、平成 25 年度特別会計予算及び平成 25 年度政府関係機関

予算」についての参考人、衆議院第一委員室, 2013 年 4 月 5 日 午後２時半 

17. 高田 純：「高田純の 2012 年タクラマカン砂漠核ハザード調査報告」 ラジオフリーアジア , 

２０１２年６月 http://p.tl/Pbxk  

18. 高田 純：「原発事故から３年 福島「帰還困難区域」の牛は、孫に食べさせても大丈夫」週刊新

潮, 2014 年 3 月 20 日号: 42-45, 新潮社 

19. 高田 純：「甲状腺がん発症リスク「ほぼゼロ」原発 20キロ圏内も帰還は可能」教育医事新聞,第

355号, 2014 年 3 月 25 日発行 （査読 有） 

20. 高田 純：「美味しんぼ」論争・科学者からの反論,VOICE平成 26 年 7 月号, 136-1143,PHP 出

版,2014. 

21. 高田 純：「ニコ生アゴラ インターネットテレビ 言論アリーナ「なぜ正確な放射能情報が伝わ

らないのか」4 年間の放射線現地調査・今月の福島 6号線調査結果 生出演, 2015年 3 月 11日放

送. 

22. 高田 純：「放射能ヒストリーは本当か」(科学によって解明される第 5福竜丸事件の真

相),VOICE 平成 27 年 4 月号, 124-131,PHP出版,2015. 

23. 高田 純：「放射線科学会議ＳＡＭＲＡＩ2014 報告(上)(下)福島の放射線は健康リスクなし」

Global Energy Policy Research 2015/4/13 http//www.gepr.org/ja/contents/20150413-01/  

http//www.gepr.org/ja/contents/20150413-02/ 

24. 高田 純：「福島第一原発事故 ５年目の真実 ⑸ 被曝を恐れ逃避」, 産経新聞 東京朝刊 

平成 28年（2016）２月 28 日 

25. 高田 純：「北ミサイル 生存率を少しでも高めるために 建物や地下に、なければ伏せて」, 

産経新聞 東京朝刊 平成 29年（2017）12 月 14日 

26. 高田 純：「ゆうがたサテライト 道新ニュース 「北朝鮮ミサイル、北海道上空を再び通

過」、平成 29 年 9 月 15日放送 

 

Ⅳ 原著 

http://p.tl/Pbxk
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1. Jin J., Takada J., Iwata Y., Yoshizawa Y.:Precision measurements of gamma-ray intensities V. 160Tb, 168Tm 

and 182Ta. Nuclear Instruments and Methods , 212, 259-271, 1983. 

2. Takada J., Hoshi M., Sawada S.  and Sakanoue M.: Uranium isotopes in Hiroshima “black rain ”soil. J. 

Radiat. Res. 24, 229-236, 1983. 

3. Fukada N., Hosokawa Y., Yamaguchi M., Takada J., Kondo M., Nishimura K. and Tawada  Y.. 

Characterization of thin p-layer in pin hetero-junction solar cells.  J. Non-Cryst Solids 77&78, 1477, 1985. 

4. Yamaguchi M., Takada J.,  Hosokawa Y. and  Tawada Y.: The study of carrier transport in thin a-Si:H films 

by the aid of transient and steady state photocurrent measurement. J. Non-Cryst. Solids,  77&78, 447, 1985. 

5. Tawada Y., Takada J., Fukuda N., yamaguchi M., Yamagishi H., Nishimura K., Kondo M., Hosokawa Y., 

Tsuge K., Nakayama T. and Hatano I.: Stability of an amorphous SiC/Si tandem solar cell with blocking 

barriers. Appl. phys. Lett., 48, 584, 1986. 

6. Takada J., Yamaguchi M., Fukada N., Nishimura K. and Tawada Y.: Thermal degradation of a-Si:H solar cell 

by dopant diffusion. J. Appl. Phys., 26, 889-892, 1987. 

7. Takada J: Drift mobility of steady state photocarriers in a-Si:H. Phys. Rev., B36, 1703-1705. 1987. 

8. Takada J. and Fritzsche H.: Photo-induced change in the density of localized states near the conduction band 

of doped a-Si:H,, Phys. Rev., B36, 1706-1709, 1987. 

9. Takada J. and Fritzsche H.: Drift mobility of doped a-Si:H at high temperatures.                           

Phys. Rev., B36, 1710, 1987. 

10. Takada J. and Fritzsche H.: Photo-induced and bias induced metastable states in the transverse conduction of 

pnpn doping-modulated a-Si:H superlattices. J.Non-Cryst. Solids, 97&98, 907-910, 1987. 

11. Takada J., Mazaki H.  and Bando Y.: Modified London penetration depth in oxide superconductors. Bulletin 

of Institute of Chemical Research, Kyoto University, 66-2, 45-48, 1988. 

12. Takada J., Mazaki H.  and Bando Y.: London penetration depth of  superconductors having lifetime 

broadened density of states. Appl. Phys. Lett., 53, 332-333, 1988. 

13. 高田純, 山本和貴, 飯島賢二, 間崎啓匡, 寺嶋考仁, 坂東尚周：Pt/AlO/YBa2Cu3O7-x/SrTiO3 単結晶

薄膜トンネル接合. 紛体および粉末冶,第３５巻第５号:101-104, 1988. 

14. Takada J., Terashima T., Bando Y., Mazaki H., Iijima K., Yamamoto K. and Hirata K.: Tunnel junctions using 

oxide superconducting thin films epitaxially grown on SrTiO3. Appl. Phys. Lett., 53, 2689-2691, 1988. 

15. Terashima T., Iijima K., Yamamoto K., Takada J., Hirata K., Mazaki H. and Bando Y.: Formation and 

properties of YBa2Cu3O7-x single crystal films by activated reactive evaporation. J. Crystal Growth,  95:617, 

1989. 

16. Takada J., Terashima T., Bando Y., Mazaki H., Iijima K.: Quasiparticle density of states in the perpendicular 

direction to the Cu-O planes in YB2Cu3O7-x   single-crystal thin films. Phys. Rev. , B40, 4478-4481, 1989. 

17. Takada J.: Lifetime broadening picture in oxide high-temperature superconductors. J. of  Sci. of Hiroshima 

Univ., A53-3:25-48, 1989, 学位論文. 

18. Hirata K., Yamamoto K., Iijima K., Takada J., Terashima T., Bando Y. and Mazaki H.: Tunneling 

measurements on superconductor/insulator/superconductor junctions using single-crystal YB2Cu3O7-x thin 

films. Appl. Phys. Lett., 56, 683, 1990. 

19. Takada J., Awaji H., Koshioka M., Nakajima A., Nevin W. A.: Organic-inorganic multilayers: A new concept 

of optoelectric material. Appl. Phys. Lett., 61, 2184-2186, 1992. 

20. 高田 純：光電子材料としての有機無機複合多層膜. 電子情報通信学会技術研究報告, OME93-213, 

7-12, 1993. 

21. Takada J., Awaji H., Koshioka M., Nevin W. A., Imanishi M., Fukada N.. Copper phtalocyanine-titanium 

oxide multilayers. J. Appl. Phys., 75, 4055-4059, 1994. 

22. 高田 純： 有機無機ヘテロナノ構造. 電子情報通信学会技術研究報告, OME94-9, 1-6, 1994. 

23. Takada J.: Size Effects of Molecular Excitons in Organic-Inorganic Hetero        Nanostructures. Jpn. J. 

Appl. Phys., 34-1, 158-160, 1995. 

24. Takada J.: Organic-inorganic hetero nanosystems as an approach to molecular  optoelectronics. Jpn. J. Appl. 

Phys., 34:3864-3870, 1995,（招待論文）. 
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25. 高田 純：有機ー無機ヘテロナノシステムの形成. 応用物理, 64, 695, 1995,（招待論文）. 

26. Endo S., Hoshi M., Suga S., Takada J., Komatsu, K.: Determination of the relative neutron sensitivity of a C-

CO２ inonization chamber.  Phys. Med. Biology., 41, 1037- 1043, 1996. 

27. Uehara S., Endo S., Takada J., Hoshi M.: Monte Carlo simulation of in vivo measurements of 90Sr+90Y 

bremsstrahlung.  Health Phys., 74, 30-37, 1998. 

28. Takada J., Hoshi M., Endo S., Yamamoto M., Nagatomo T., Gusev B. I., Rozenson R. I., Apsalikov K. N., 

Tchaijunusova N.J.: Dosimetry study of residents near Semipalatinsk nuclear test site: High Levels of Natural 

Radiation 96, Radiation Dose and Health Effects. Edit. Wei, L.,Sugahara, T., Tao, Z., Elsevier Science, 191-

195, 1997. 

29. Takada J., Hoshi M., Rozenson R. I., Endo S., Yamamoto M., Nagatomo T., Imanaka T., Gusev B. I., 

Apsalikov K. N., Tachaijunusova N. J.: Environmental radiation dose in Semipalatinsk area near nuclear test 

site. Health Phys., 73, 524-527, 1997. 

30. Endo S., Nitta Y., Ohtaki M., Takada J.  et al.: Estimation of dose absorbed fraction for I-131 beta rays in 

rat thyroid. J. Radiat. Res., 39, 223-230, 1998. 

31. Yoshikawa I., Takatsuji T., Hoshi M., Takada J., Kanai T., Furusawa Y., Nikjoo H. and Ikenaga M.: The 

relative biological effectiveness of accelerated carbon ions with different LET for inducing mitotic crossing 

over and intragenic reversion of the white-ivory allele in Drosophila larvae. Int. J. Radiat. Biol., 74, 239-248, 

1998. 

32. Hoshi M., Takada J., Endo S., Shizuma K., Iwatani K., Oka T., Fujita S. and Hasai H.: Problems of 

radiation dose evaluation in Hiroshima and Nagasaki and their explanation. Radiat. Protect. Dosimetry, 77, 

15-23, 1998. 

33. Shizuma K., Iwatani K., Hasai H., Oka T., Endo S., Takada J., Hoshi M., Fujita S., Watanabe T. and 

Imanaka T.: Residual Co-60 activity in steel samples exposed to the Hiroshima atomic-bomb neutrons. 

Health Physics, 75:278-284, 1998. 

34. Yamamoto M., Hoshi M., Takada J.  et al.: Pu isotopes and Cs-137 in the surrounding areas of the former 

Soviet Union’s Semipalatinsk nucler test site. J. Radioanalitical and Nuclear Chemistry, 242, 63-74, 1999. 

35. 星 正治, 高田 純, 遠藤 暁, 静間 清: 軟 X線の線量測定.医用標準線量, 4, 17-22, 1999. 

36. 遠藤 暁, 星 正治, 菅 慎二, 高田 純, 静間 清: C-CO2 電離箱(IC17G)の中性子感度

の測定. 医用標準線量, 4, 29-34, 1999. 

37. Hoshi M., Endo S., Takada J., et al.: A crack model of the Hiroshima atomic bomb: explanation of the 

contradiction of “Dosimetry System 1986”. J. Radiat. Res., 40 Suppl., 145- 154, 1999. 

38. Endo S., Iwatani K., Hoshi M., Takada J.  et al. DS86 neutron dose: Monte Carlo analysis for depth profile 
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3. 高田 純: 有機－無機ヘテロナノシステム. 日本工業技術振興協会, 超分子膜研究会 1995. 

4. 高田 純: 有機-無機ヘテロナノシステムによる分子オプトエレクトロニクス． 第 56 回応用物理学

会学術講演会, 有機ナノ構造の電子光物性シンポジュウム，金沢, 1995. 

5. 高田 純，星 正治，渡辺正則，高木俊宜: 有機-無機ヘテロナノ構造による光電子  機能の実現． 

第 57 回応用物理学会学術講演会シンポジュウム，博多, 1996． 

6. 高田 純：生物高度分子機能システムと人工ヘテロ構造．インテリジェント材料フォーラム, 第 14

回ワークショップ，広島, 1996. 

7. 高田 純: 有機・無機ヘテロナノスペース．平成８年度集中型移動研究室「真空を利用した気相か

らの先端無機薄膜材料の創製」，大阪, 1997. 

8. 高田 純：世界の放射線被曝地、広島大学公開講座「放射線と放射能、四方山話」2000 年 12 月 13

日放送、文部省委嘱エルネットオープンカッレッジ、高等教育情報化推進協議会, 2000. 

9. 高田 純，菅 真治，北川和英，石川正純，星 正治: 東海村 JCO 臨界事故 350m避難区域住民の被

曝線量．第 43 回日本放射線影響学会, 東京  シンポジュム, 2000. 

10. 高田 純，菅 真治，北川和英，石川正純，星 正治: JCO 臨界事故における漏えい中性子の方向分

布．第 37 回理工学における同位元素研究発表会，東京, 2000. 

11.  高田 純: （パネルディスカッション）事故被曝時の医療のあり方．第 4 回放射線事故医療研究

会・緊急被ばく医療フォーラム，神戸, 2000. 

12. 高田 純: セミパラチンスクでの旧ソ連核実験による住民の被曝．日本放射化学会神戸, 2000. （特

別講演） 

13. 高田 純: 漏えい放射線の異方性と 350m避難区域住民の被ばく線量．第 28回放医研環境セミナー 

－ウラン加工工場臨界事故に対する環境測定・線量推定－, 千葉, 2000. 

14. 高田 純: 核燃料サイクルにおける放射線影響研究. 日本放射線影響学会ワークショップ「２１世
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紀の核燃料サイクルと公衆の放射線防護」, 大阪, 2001. 

15. 高田 純: セミパラチンスク旧核実験場周辺住民の外部被曝線量. カザフスタンー日本線量専門

家会合, 放射線影響協会, 東京, 2001. 

16. 高田 純： 世界の放射線被曝地, 第 3 回夏の学校 環境放射能放射線ワークショップ, 7 月 22

日—24 日, 生口島, 2001. 

17. 高田 純、Zhumadilov, K. Sh., 高辻俊宏、山本政義、今中哲二、星 正治：旧ソ連地上核爆発地

点調査．日本放射線影響学会第 45回大会、仙台、2002 年 9 月 18-20 日. 

18. Takada J.: Understanding  on  Nuclear  Disasters  and  Hazards  in  Semipalatinsk 

Region. Proceeding of the 8th Hiroshima International Symposium, Feb. 28, 2003. 

19. 高田 純：１キロトン核兵器の地上爆発による放射線被曝と防護、第 44 回原子爆弾後障害研究会、

広島、2003年 6月． 

20. 高田 純：海藻類による甲状腺放射線防護法（１）、日本保健物理学会 第 37回研究発表会、千葉、

2003 年 6 月． 

21. 高田 純：個人線量計 RAD-60Sの特性、第４０回理工学における同位元素放射線研究発表会、東京、

7 月、2003． 

22. 高田 純：核災害の調査と公衆の放射線防護、第 5 回夏の学校 環境放射能放射線ワークショ

ップ、長崎県川棚町、2003 年 8 月 6 日－8 日． 

23. 焦 玲、高田 純、星 正治：Effect of sunlight irradiation on ESR signals of human tooth 

enamel. 第５回夏の学校「環境放射能・放射線ワークショップ」、長崎県川棚町、8 月 6-8日、2003. 

24. 高田 純：その後のマーシャル諸島の放射線環境、日本放射線影響学会、第 46回大会；シンポジウ

ム、京都、2003年 10 月 6日－8 日． 

25. 高田 純：環境線量評価、平成１５年度緊急被ばく医療フォーラム、仙台、2003年８月. 

26. 高田 純、竹崎嘉彦、早川式彦、鎌田七男、星 正治、田中公夫、今中哲二：広島近距離生存者の線

量回避、日本放射線影響学会ワークショップ、長崎市、2004 年 11 月 25－17日. 

27. 高田 純：核兵器テロに対する公衆の放射線防護、第５回環境放射能研究会、つくば、2004年 3月

2 日－4日. 

28. 高田 純：世界とわが国の核災害およびそれからの回復と復興、シンポジウム「核災害からの

復興と原子力の平和利用における今後の課題」－ビキニ被災５０周年を記念して、日本学術会

議、東京、2004 年８月６日. 

29. Takada, J.: Radiation Hazard and Protection for the Nuclear Weapon Terrorism,  

6th International Conference on High Levels of Natural Radiation and Radon Areas, Osaka, Japan, Sep.6-10, 

2004. 

30. 高田純：核災害からの復興（広島と海外の調査から）、エネルギー講演会、中国地域エネルギーフ

ォーラム、広島市、2004年 10 月 28 日. 

31. 高田 純：核ハザードの環境および社会影響、第６回環境放射能研究会、つくば市、  

2005 年 3 月 8 日-10日. 

32. 高田 純：基調講演「放射線防護医療研究の推進」、第１回放射線防護医療研究会、札幌、2005 年

11月 21日. 

33. 高田 純：被核武力攻撃事態における医療対応」、第４９回北部防衛衛生学会・特別講演、札幌、

2006 年 2 月 2 日. 

34. 高田 純：大規模核災害時の線量の歴史的検証、第７回「環境放射能」研究会、つくば、2006

年 3 月 7-9 日. 

35. 高田 純：パネリスト・小型核兵器・放射性物質によるテロ、保健物理・環境科学部会企画セ

ッション「東アジア地域の総合的な放射線・放射能監視システムの構築」、日本原子力学会 2006
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年春の年会、大洗市、2006 年 3 月 24 日-25 日. 

36. 高田 純、高田靖司、小木曽力、大野紀和、寺島良治、酒井英一、村肇、白石久仁雄、V. シャ

ロフ、M.O.デグデバ：前歯ベータ線計測率測定による Sr-90 内部被曝線量評価、第４０回保健

物理学会、広島、2006 年 6 月 8 日-9 日. 

37. 高田 純：医学部および医学研究科における核と放射線の物理教育、第４３回アイソトープ・

放射線研究会発表会、東京、2006 年 7 月 5 日-7 日. 

38. 高田 純：チェルノブイリ原子力発電所事故が生じた核ハザード、第４９回日本放射線影響学

会ワークショップ、札幌市、2006 年 9 月 6-8 日. 

39. 高田 純：基調講演「地表核爆発を例とした大規模核災害と日本の課題」、第２回放射線防護

医療研究会、札幌市、2006 年 11 月 29 日. 

40. 高田 純：地下核実験からの漏洩線量 北朝鮮の場合の予測と結果、第８回「環境放射能」研

究会、つくば、2007 年 3 月 22 日-24 日. 

41. Takada, J.: Dose prediction in Japan for nuclear test explosions in North Korea, 

International Conference on Environmental Radioactivity-From Measurements and 

Assessments to regulation, Organized by IAEA, Vienna, Austria, April 23-27, 2007. 

42. 高田 純：基調講演「核爆発災害 被害予測と政府の課題」、第３回放射線防護医療研究会、

札幌市、2007 年１１月１４日. 

43. Takada, J：Dose prediction for surface nuclear explosions, 12th International Congress 

of the International Radiation Protection Association, Buenos Aires, Oct.19-24, 

2008. 

44. Tanaka, K., Endo, S., Toyoda, S., Hino, Y., Romanyukha, A., Takada, J., Hoshi, 

M.:Study on measurement of radioactivity by imaging plate combined with its response 

correction by MCNP, 12th International Congress of the International Radiation 

Protection Association, Buenos Aires, Oct.19-24, 2008. 

45. Sakurai, Y., Kamo, K., Takada, J.: Experiments for Semiconductor Memory Damage due 

to Nuclear Radiation, 12th International Congress of the International Radiation 

Protection Association, Buenos Aires, Argentina, Oct.19-24, 2008. 

46. Kamo, K., Takada, J.：Cancer Mortality Estimate of Survivors with High Doses by Using 

Lifetime Table, 12th International Congress of the International Radiation Protection 

Association, Buenos Aires, Oct.19-24, 2008. 

47. Jun Takada;Chinese nuclear explosion disasters in East in East Turkestan,The 10th 

Asia Pacific Conference on Disaster Medicine,Sapporo,Aug.26-28,2010――――――――― 

48. 高田 純：「福島周辺 札幌～青森～仙台～福島～東京の東日本の核放射線状況の今を報告 

福島では絶対に核爆発はない！チェルノブイリのようにはならない理由」,シーメット医総研

主催 放射線防護のための現地調査・緊急報告会、東京、2011 年 4 月 10 日. 

49. 高田 純：「東日本放射線衛生調査」,新宿医師会主催 調査報告会、東京、2011年 4 月 11

日. 

50. 高田 純：「昭和天皇の核兵器に対する大御心と平成の課題」,昭和の日記念講演会,大阪 ,平

成 23年 4月 29 日 （招待講演） 

51. 高田 純：「中国の核の脅威と日本の防衛－福島の復興は試金石 私達は負けない」, 第１１回

憲法講演会,福岡 ,平成 23 年 5 月 3 日 （招待講演） 

52. 高田 純：「私たちは負けない―東日本放射線衛生調査の報告」, 河内国民文化研究会主催救

国講演会 ,東京 ,平成 23年 5月 28 日 （招待講演） 
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53. 高田 純：「福島復興は試金石、私たちは負けない」, 第 63 回救国救世世界戦略総合研究所定

例会 ,東京 ,平成 23年 6月 17 日 （招待講演） 

54. 高田 純：「東日本放射線衛生調査の報告 ～福島復興は試金石、私たちは負けない～」, 福

島を人道科学で支援する会チャリテイー講演会 ,札幌 ,平成 23年 6月 24 日 （講演） 

55. 高田 純：「福島 嘘と真実」, 福島を人道科学で支援するシンポジウム  ,東京 ,平成 23 年

7 月 11 日 （講演） 

56. 高田 純：「福島の復興と再生を目指した科学提言」, 福島を人道科学で支援するシンポジウ

ム  ,東京 ,平成 23 年 7 月 27 日 （基調講演） 

57. 高田 純：「福島 嘘と真実 いわき市における放射線衛生上のリスク」,市民フォーラム 

救急医・いわき 2011（共催：いわき市病院協議会・いわき市医師会・いわき市）、いわき

市、2011 年 9 月 3 日（特別講演） 

58. 高田 純：「福島 嘘と真実 東日本放射線衛生調査からの報告」,科学講演会 ,福井,平成 23

年 9 月 23 日 （招待講演） 

59. 高田 純：「福島発放射能汚染の実態」,科学講演会 ,宮城 ,平成 23 年 10 月 1 日 （招待講

演） 

60. 高田 純：「放射能これだけ知れば怖くない！」,科学講演会 ,福島 ,平成 23 年 10月 2 日 （招

待講演） 

61. 高田 純：「放射線・放射能の心配に全て答える」, 第 33 回関西防衛を支える会,富山 ,平成

23 年 10 月 15 日 （特別講演） 

62. 高田 純：「これだけ知れば怖くない！ 誤解だらけの”放射線”」, 放射線科学講演会,大阪 ,

平成 23年 11 月 5 日 （講演） 

63. 高田 純：「原発事故が起こった今、放射線教育を学校・社会でいかに進めるか」, NPO 法人

放射線教育フォーラム 2011 年度第二回勉強会,東京,平成 23年 11 月 19 日 （特別講演） 

64. 高田 純：「福島の放射線衛生調査からの報告 低線量で健康被害は発生しない」, 第 53 回

神奈川医学会総会・学術大会、神奈川、2011 年 11 月 23 日. （特別講演） 

65. 高田 純：「福島は広島にもチェルノブイリにもならなかった 東日本現地調査から見えた真

実と福島復興の道筋」,誇れる国、日本[IV]出版記念パーティ、東京都、2011 年 12 月 8 日. 

（特別講演） 

66. 高田 純：「東日本放射線衛生調査と福島第一原子力発電所 20km 圏の復興策」, 第７回放射

線防護医療研究会、札幌市、2011 年 12月 12 日. （基調講演） 

67. 高田 純：「真実を知ろう 福島の放射線」,文京区倫理法人会,文京区中央倫理法人会 合同

イブニングセミナー,東京 ,平成 23 年 12月 16 日 （講演） 

68. 高田 純：「放射線と健康 自然放射線と生命、医療と核災害」, 放射線セミナー,東京 ,平

成 24年 1月 20 日 （講演） 

69. 高田 純：「放射線と健康 自然放射線と生命、医療と核災害」, 放射線セミナー,大阪 ,平

成 24年 3月 4 日 （講演） 

70. 高田 純：「真実を知ろう 福島の放射線」, こころとからだ健康フェスタ２０１２,東京 ,

平成 24年 3月 31 日 （招待講演） 

71. 高田 純：「福島の放射線は低線量」, 第 11 回勝兵塾月例会,東京 ,平成 24年 4月 19 日 

（招待講演） 

72. 高田 純：「放射線科医に必要な被ばくの知識」, 第 22 回青葉画像研究会,宮城 ,平成 24 年

5 月 11 日 （招待講演） 

73. 高田 純：「In-situ dose evaluations for fukushima population in 2011reveal a low 

http://junta21.blog.ocn.ne.jp/blog/2012/03/post_980c.html
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doses and low dose rates nuclear incident」, 13th International Congress of the 

International Radiation Protection Association, Glasgow  ,2012 年 5 月 13 日  

74. 高田 純：「福島の放射線は低線量」, NPO イーマ（国家ビジョン研究会）,東京都 ,平成 24

年 5 月 25 日 （招待講演） 

75. 高田 純：「福島放射線衛生調査結果の報告 チェルノブイリ原子炉事故との比較」, 平成

24 年度 日本環境変異原学会,東京都（慶応義塾大学） ,平成 24年 5月 26 日 （招待講演） 

76. 高田 純：「東日本放射線衛生調査からの報告」, 平成 24 年度 中部電力株式会社主催 講

演会,静岡,平成 24年 5月 29-30 日 （招待講演） 

77. 高田 純：講演「環境放射線について」 ,平成 24 年度環境講演会、香川、2012 年 6 月 5 日

（招待講演） 

78. 高田 純：講演「福島は広島にもチェルノブイリにもならなかった」,第 14 回中川ただあきと

共に考え語る会、富山、2012 年 6 月 14日（招待講演） 

79. 高田 純：講演「福島原発事故被災地放射線調査」,渡辺芳邦県政報告会・高田純教授 放射線

防護学セミナー、千葉、2012 年 7 月 7 日（招待講演） 

80. 高田 純：シンポジウム「Individual dose investigations for internal and external exposures in 

Fukushima prefecture」,The first NIRS symposium on reconstruction of early internal dose due to the 

TEPCO Fukushima Daiichi Nuclear Power Station accident、千葉、2012 年 7 月 10 日 

81. 高田 純：「東日本放射線衛生調査からの報告 福島は低線量で健康被害なし」  

日本機能性イオン協会 第 11 回定例総会 記念講演、東京、2012 年 7 月 13 日（招待講演） 

82. 高田 純：「3.11 以後の核をめぐるわが国の状況と平成の課題」  

平成 24 年夏 日本再生のための愛国救国の国民大会、札幌大会、札幌、2012年 7月 20 日（基

調講演） 

83. 高田 純：「3.11 以後の核をめぐるわが国の状況と平成の課題」  

平成 24 年夏 日本再生のための愛国救国の国民大会、東京大会、東京都、2012 年 7月 26 日（基

調講演） 

84. 高田 純：「3.11 以後の核をめぐるわが国の状況と平成の課題」  

平成 24 年夏 日本再生のための愛国救国の国民大会、大阪大会、大阪、2012年 8月 19 日（基

調講演） 

85. 高田 純：「福島 嘘と真実～福島は、低線量で健康被害なし～」  

伊勢新聞政経懇話会、三重、2012 年 9 月 28 日（招待講演） 

86. 高田 純：「今こそ日本の核アレルギーを糺す ー福島は低線量で健康被害なしー」 世日倶楽

部 講演会、東京、2012 年 10 月 18 日（招待講演） 

87. 高田 純：「楼蘭から尖閣諸島へ至るシルクロード、シルクロード３国の災いは、対岸の火事

ではなかった、福島のこと、尖閣のこと、偽装反核運動のこと」関東懇談会、東京、2012年 10

月 19 日（講演） 

88. 高田 純：「福島は低線量で健康被害なし 守ろう！ 日本のエネルギー」頑張れ日本 全国

行動委員会 京都府本部講演会、京都、2012 年 11 月 10 日（招待講演） 

89. 高田 純：「福島 嘘と真実」、自由民主党千葉県支部連合会主催：講演会、千葉、2012 年 11

月 28 日（講演） 

90. 高田 純：「福島県の放射線衛生と和牛業の復活」畜産業を復活させる会 復活の牧場、東

京、2012 年 12 月 1 日（講演） 

91. 高田 純：「福島津波核災害の克服と日本の核エネルギー」, 第 8 回放射線防護医療研究会、

東京、2012 年 12 月 16 日（基調講演） 
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92. 高田 純：「放射線被曝と子どもの将来の健康の真実-福島とチェルノブイリの比較からわか

ること-」, 第 7 回子どもの発達シンポジウム、東京（聖徳大学）、2013 年 3 月 9日（シンポ

ジウム） 

93. 高田 純：「これでいいのか日本！」、日本の安全保障を考える姫路市の会主催：高田 純先

生講演会、姫路、2013 年 3 月 30 日（講演） 

94. 高田 純：「放射線とその人体影響について」、中部電力主催講演会、名古屋、2013 年 3 月

30 日（講演） 

95. 高田 純：「2012 年タリム盆地核ハザード調査」, シルクロード科学プロジェクト緊急報告

会、東京、2013 年 6 月 23 日（講演） 

96. 高田 純：「福島の真実！低線量で健康被害なし これでいいのか日本！原発を再稼働しよ

う！」, 頑張れ日本！講演会、福岡、2013 年 9 月 1 日（講演） 

97. 高田 純：「世界の核災害現場と福島」、放射線に関する講習会, 千葉県、2013年 9 月 8 日

（講演） 

98. 高田 純：「低線量率の福島セシウムで健康被害はない‐強制避難の抜本見直しを問う‐」,

シンポジウム「脱原発」は、日本経済衰亡の禍機‐科学と法と人倫に違背する<避難＆賠償

>‐、東京、2013 年 10 月 13 日（講演） 

99. 高田 純：「福島の真実！低線量で健康被害なし これでいいのか日本！原発を再稼働しよ

う！」, 文化チャンネル桜２千人委員会主催：熊本県支部講演会、熊本、2013 年 11 月 10 日

（講演） 

100. 高田 純：「世界の核災害現場と福島、及び千葉県のホットスポット」、放射線に関す

る講習会, 千葉県、2013年 12 月 7 日、8日（講演） 

101. 高田 純：「世界の核災害現場と福島」、放射線に関する講習会, 千葉県、2014年 1 月

25 日（講演） 

102. 高田 純：「世界の核災害現場と福島 報道ヒステリーの理由」、保守の会 特別講演

会, 茨城県日立市、2014 年 6 月 15 日（特別講演） 

103. 高田 純、村橋祐樹、中村泰幸：太陽紫外線暴露が大腸がんリスクを低下させる、日本

保健物理学会 第 47 回研究発表会、岡山、2014 年 6 月 20 日（講演） 

104. 高田 純：「人は放射線なしに生きられない 《福島県浪江町での生命の科学調

査》」、創立記念特別講演会、大阪府、2014 年 7 月 11 日（特別講演） 

105. 高田 純：「風評被害と人権」、平成 26年度柏市人権講演会, 千葉県、2014年 9月 5 日

（講演） 

106. 高田 純：「世界の核災害現場と福島及び千葉の放射線衛生」、平成 26 年度松戸市講

演会, 千葉県、2014年 9月 14 日（講演） 

107. 高田 純：「世界の核災害現場と福島及び千葉の放射線リスク（風評被害とかに闘う

か）」、平成 26 年度印西市講演会, 千葉県、2014 年 10 月 28 日（講演） 

108. 高田 純：「放射線防護の実践 福島軽水炉事象の検証」、第 58 回北部防衛衛生学

会、札幌市、2014 年 11 月 27 日（講演） 

109. 高田 純：「福島の事故の事実に基づく原子力の安全と防災を市民と考える～福島県民

の放射線衛生の事実と屋内退避など重要性なポイント～」、原子力国民会議講演会、松江市、

2014 年 12 月 7 日（特別講演） 

110. 高田 純：「放射能 歴史と真実～放射能ヒステリーインヒストリー～（広島生存者の長

寿、第５福竜丸船員の売血輸血による急性肝炎、中央アジアの核爆発災害、福島軽水炉事故の
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４年間の調査）」、 主催・福島を人道科学で支援する会、放射線防護情報センター、東京都 文

京シビックセンター、2015 年 3 月 7 日（講演） 

111. 高田 純: 「福島軽水炉事故 県民の低線量 ４年間の調査」、2015 南相馬放射線防

護学セミナー、主催・放射線防護情報センター、南相馬原町 ひばり生涯学習センター2015

年 3 月 8 日(講演) 

112. 高田 純：「Remarkable decrease of dose in the Fukushima 20km zone since 

2011， 2015 福島２０ｋｍ圏内の線量の 2011 年以来の顕著な減衰」第１５回国際放射線研究

会議 ICRR（日本放射線影響学会第 58 回大会と同時・共同開催），京都，2015 年 5 月 26 日

（Poster Presentation） 

113. 高田 純：「ラジウム温泉による身体への効用～放射線の身体影響と北海道二股ラジウ

ム温泉体験研修」、主催・スウィーム株式会社、登別温泉・洞爺湖温泉、2015 年 6 月 11 日 12

日 13 日(講演) 

114. 高田 純：「県民に健康被害なし、２０ｋｍ圏内も復興できる」、ＪＡＰＡＮ+PLUS セ

ミナー、東京、2015 年 7 月 19 日(基調講演) 

115. 高田 純：「県民に健康被害なし！原発２０ｋｍ圏内も復興できる！」、主催「福島安

全宣言」実行委員会、郡山市、2015 年 7月 20 日(講演) 

116. 高田 純：「福島県民の放射線衛生の事実と屋内退避など重要なポイント」、原子力国

民会議、松山市、2015 年 7 月 25 日(講演) 

117. 高田 純：「復興 早かった広島と進まない福島の謎 福島２０ｋｍ圏内も帰還できま

す」、原子力国民会議、広島市、2015 年 7 月 26 日(講演) 

118. 高田 純：「世界の放射線事情」、第２２回日本心血管インターベンション治療学会（ＣＶ

ＩＴ）中国・四国大会、岡山市、2015 年 9 月 6 日（ランチョンセミナー講演） 

119. 高田 純：「世界の核災害現場と福島及び千葉の放射線衛生」、平成 27 年度 千葉県 放射

線に関する講習会, 千葉県柏市、2015 年 9 月 27 日（講演） 

120. 高田 純：「世界の核災害現場と福島そして千葉」（風評との闘い）、平成 27 年度 千葉県

人権啓発指導者養成講座、千葉県市川市、2015 年 10 月 29 日（講演） 

121. 高田 純：「県民に健康被害なし 原発 20 キロ圏内も復興できる！」、福島安全宣言の会い

わき大会、いわき市、2015 年 11 月 29 日（講演） 

122. 高田 純：「放射線と健康」、倫理法人会セミナー、東京都、2016 年 3 月 19 日（講演） 

123. 高田 純：「福島の放射線衛生調査 低線量の真実」、仙台厚生病院 平成２８年度春季セ

ミナー、仙台市、2016 年４月８日（特別講演） 

124. 髙田 純 「The reality of the low radiation dose in Fukushima Daiichi NPP 20Km 

zone」14th International Congress of the International Radiation Protection 

Association,Cape Town,South Africa  ,2016 年 5 月 10 日  
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125. 髙田 純：「核利用技術の光と影」、もんじゅ運営企画、研究開発センター、敦賀市、2016

年 6 月 24 日 

126. 高田 純：「核利用技術の光と影」（日本人が知らされなかった真実）、いのちとエネルギ

ー研究会、福井市、2016 年 6 月 25 日 

127. 髙田 純：「放射線防護学研究最前線 福島と国民保護」、自衛隊中央病院(自衛隊員限

定)、東京都、2016 年㋆7 日 

128. 髙田 純：「福島放射線衛生調査の科学 県民に健康リスクなし」、保守の会東海支部、茨

城県那珂郡東海村。2016 年㋆23 日 

 

129. 高田 純：「現地科学調査から見えた福島の真実」一般社団法人Ｇジャパンフロンティア協

会・第８０回家族の日セミナー（招待講演）、東京都、2016 年 9 月 28 日. 

 

Ⅶ  学会発表（一般） 

 

1. 山本政儀、坂口綾、星正治、高田 純、B.I. Gusev：異常に高いウラン濃集の湖沼堆積物：セ

ミパラチンスク核実験場周辺のいくつかの湖沼、日本放射科学会・第４８回放射科学討論会、

東京、2004 年 10 月 27-29 日. 

2. 高田 純：核爆発事象に対応する放射線防護計算システム RAPS の開発、日本保健物理学会第３

９回研究発表会、六ヶ所村、2005 年 6 月 30 日-7月 1 日. 

3. 高田 純：医学部および医学研究科における放射線防護学の教育と研究、第４２回アイソトー

プ・放射線研究発表会、東京、2005 年 7月 6-8 日. 

4. 高田 純：核爆発事象に対応する放射線防護計算システム RAPS の開発、日本保健物理学会第３

９回研究発表会、三沢、2005 年 6 月 30日. 

5. 高田 純：パネリスト・小型核兵器・放射性物質によるテロ、保健物理・環境科学部会企画セ

ッション「東アジア地域の総合的な放射線・放射能監視システムの構築」、日本原子力学会 2006

年春の年会、大洗市、2006 年 3 月 24 日-25 日. 

6. 高田 純、高田靖司、小木曽力、大野紀和、寺島良治、酒井英一、村肇、白石久仁雄、V. シャ

ロフ、M.O.デグデバ：前歯ベータ線計測率測定による Sr-90 内部被曝線量評価、第４０回保健

物理学会、広島、2006 年 6 月 8 日-9 日。 

7. 高田 純：医学部および医学研究科における核と放射線の物理教育、第４３回アイソトープ・

放射線研究会発表会、東京、2006 年 7 月 5 日-7 日. 

8. 加茂憲一、高田 純：「核兵器テロ後のがん死亡被害予測」、第２回放射線防護医療研究会、

札幌市、2006 年 11 月 29 日. 

9. 櫻井良憲、高田 純：「除染棟の性能と日本の法的規制との関係」、第２回放射線防護医療研
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究会、札幌市、2006 年 11 月 29 日. 

10. 高田 純：北朝鮮の核実験が日本に与える放射線影響の予測と監視、日本保健物理学会第４１

回研究発表会、船橋、2007 年 6 月 14 日-15 日。 

11. 加茂憲一、高田 純：核兵器テロ後の第線量生存者のがん死亡予測、日本放射線影響学会第５

０回大会、千葉、2007 年 11 月 14 日-17日. 

12. 櫻井良憲、加茂憲一、高田 純：「半導体素子の核放射線による損傷」、第３回放射線防護医

療研究会、札幌市、2007 年 11 月 14 日. 

13. 加茂憲一、高田 純：「核兵器テロ後の発がんによる寿命短縮の予測」、第３回放射線防護医

療研究会、札幌市、2007 年 11 月 14 日. 

14. 高田 純：「最大加速で揺れる直前に停止した核反応」、日本保健物理学会第４２回研究発表

会、沖縄、平成 20年 6月 26 日―27 日。 

15. 高田 純：「医療人のための放射線防護学教材開発」、第４５回アイソトープ・放射線研究発

表会、東京、平成 20 年７月 2 日―4 日。 

16. 高田 純：「最大加速で揺れる直前に停止した核反応」、日本保健物理学会第４２回研究発表

会、沖縄、平成 20年 6月 26 日―27 日。 

17. 高田 純：「医療人のための放射線防護学教材開発」、第４５回アイソトープ・放射線研究発

表会、東京、平成 20 年７月 2 日―4 日。 

18. 高田 純：「中国の核実験災害と線量評価」、第５１回放射線影響学会、北九州市、平成 20 年

11 月 19 日―21 日。 

19. 高田 純：基調講演「核エネルギー施設の安全と危機管理 中越沖地震と四川地震の検証から」、

第４回放射線防護医療研究会、札幌市、平成２０年 12月 10 日。 

20. 田中 憲一、高塚 伸太朗、高田 純：「被曝線量によるトリアージのための線量計 Radtriage

の有効性検証」、第４回放射線防護医療研究会、札幌市、平成 20年 12 月 10 日。 

21. 高田 純：「中国の核実験災害とその問題点」、シンポジウム「シルクロードにおける中国の

核実験災害と日本の役割」、東京、平成２１年３月１８日。 

22. 高田 純：Chinese nuclear test disasters in East Turkestan、26 March symposium and 27 

March Workshop at Hiroshima University, March 26-27, 2009.  

23. 高田 純：「東トルキスタンにおける中国の核実験災害」、日本保健物理学会第 43 回研究発表

会、大阪市、平成 21年 6月 3 日～6 月 4日 

24. 高田 純、期待されるわが国の核エネルギー技術、第 5 回放射線防護医療研究会、平成 21 年 12

月 16 日、札幌医科大記念ホール（札幌市） 

25. 高田純：“In-situ Beta Ray Measurements on Front Teeth for Internal Exposure of Sr-90 

for Population in the Nuclear Hazard Area”,第 3 回アジア・オセアニア放射線防護会議
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（AOCRP-3）,東京都江戸川区,平成 22 年 5 月 24－28 日. 

26. 高田純：「ストロンチウム 90 の体内被曝と前歯ベータ線検査実施」,第 47 回アイソトープ・放

射線研究発表会,東京都江東区,平成 22年 7 月 7－9 日. 

27. 高田純：「ソ連と中国の核兵器開発に学ぶ核放射線防護」,第 6 回放射線防護医療研究会,札幌

市,平成 22 年 12月 1 日. 

28. 田中憲一,加茂憲一,高塚伸太朗,高田純：「半導体素子の中性子γ線混合照射による損傷」,第

6 回放射線防護医療研究会,札幌市,平成 22 年 12 月 1 日 

29. 高田純：「日本人のストロンチウム 90 内部被曝量と中国楼蘭周辺での核爆発」, 日本保健物理

学会第 44 回研究発表会,茨城県水戸市,平成 23年 10 月 17 日（講演） 

30. 高田純：「東日本放射線衛生調査 4 月、6 月」, 日本保健物理学会第 44 回研究発表会,茨城県

水戸市,平成 23 年 10月 18 日（講演） 

31. 高橋知幸,高田 純：「原子炉の損傷 チェルノブイリ４号機と福島第一の違い」, 第７回放射

線防護医療研究会、札幌市、2011 年 12月 12 日.（基調講演） 

32. 田中憲一、高田 純：βカウンターを用いた９０Sr その場測定法の開発, 第７回放射線防護医

療研究会、札幌市、2011 年 12 月 12 日.（講演） 

33. 高田 純：講演「福島第一 20ｋｍ圏内の牛農家に対する放射線衛生調査」  

日本保健物理学会第 45 回研究発表会、名古屋、2012 年 6 月 17 日（一般演題） 

34. 高田 純：講演「福島核事象における公衆のセシウム内部被曝線量その場評価」  

日本放射線影響学会第 55 回大会、宮城、2012 年 9 月 6 日（一般演題） 

35. 高田 純：「福島津波核災害の克服と日本の核エネルギー」, 第 8 回放射線防護医療研究会、

札幌市、2012 年 12 月 16 日（基調報告） 

36. 高田 純：浪江町の和牛体内のセシウムの大幅低下,日本保健物理学会第 46 回研究発表会、千

葉、2013 年 6 月 24 日（講演） 

37. 高田 純：「人は放射線なしに生きられない 生命と放射線を結ぶ 3 つの法則」, 第 50 回 ア

イソトープ・放射線 研究発表会、東京、2013 年 7 月 5 日（教育講演） 

38. 高田 純：「福島県浪江町に生きる和牛体内セシウムの実効半減期」, 第 50 回 アイソトー

プ・放射線 研究発表会、東京、2014 年 7 月 8 日（教育講演） 

39. 高田 純、村橋祐樹、中村泰幸：「太陽紫外線曝露が大腸がんリスクを低下させる」,日本保

健物理学会第 47 回研究発表会、岡山、2014 年 6 月 20 日（講演） 

40. 高田 純：講演「浪江町に生きる和牛体内セシウムの実効半減期と畜産業者の線量評価」 日

本放射線影響学会第 57 回大会、鹿児島、2014 年 10 月 3 日（一般演題） 

41. 高田 純：「福島 20km 圏内の放射線衛生 2014」、日本保健物理学会第 48 回研究発表会、東

京、2015 年 7 月 3 日(講演)  
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42. 髙田 純：「福島軽水炉事象 2011 事故レベル 6 と評価される」、日本保健物理学会第 49 回研

究発表会、青森県弘前市、2016 年 6 月 30 日 

43. 髙田 純：「事故レベル６と考察される福島軽水炉事象 2011」、第５３回アイソトープ・放

射線研究発表会、東京、2016 年㋆8 日 

44. 髙田 純：「福島県浪江町からの緊急避難者らの甲状腺中の放射性ヨウ素測定と線量再計算」 

日本放射線影響学会第 59 回大会、広島市、2016 年 10 月 26 日 

45. 高田 純：「ホルミシスクリームの線量測定」、第５４回アイソトープ・放射線研究会発表

会、東京、2017 年 7 月 5 日. 

 

Ⅷ 特許 

 

1.  耐熱性薄膜光電変換素子の製法 特公平 08-008368 

2.  耐熱性薄膜光電変換素子の製法 特公平 06-005770 

3.  半導体装置          特許 2949791 

4.  多層配線体          特許 2609940 

5.  平面センサー         特許 2566910 

6.  イメージ光メモリデバイス、光記録方法および光メモリの製法   特許 2541576 

7.  ペプチド結晶薄膜材料     特許公開平 09-087097 

8.  光学材料           特許公開平 07-261021 

9.  蛍光層材料及びその製膜方法  特許公開平 07-228866 

10.  光学材料                      特許公開平 07-097214 

11.   光電材料           特許公開平 07-066471 

12.  調光ガラス          特許公開平 06-227845 

13.   調光ガラス          特許公開平 06-227844 

14.   多層膜厚さ基準物              特許公開平 06-218870 

15.  強誘電性高分子液晶及びその製法     特許公開平 06-056939 

16.  多層膜調光材料             特許公開平 06-003712 

17.  ポリピロール誘導体およびその製造法   特許公開平 05-331266 

18.  ピロール誘導体およびその製造法     特許公開平 05-331136 

19.  ポリチオフェン誘導体およびその製造法  特許公開平 05-320322 

20.  チオフェン誘導体およびその製造法    特許公開平 05-320155 

21.  ポリチオフェン誘導体およびその製造法  特許公開平 05-279457 

22.  チオフェン誘導体およびその製造法    特許公開平 05-279354 

23.  光電材料           特許公開平 05-259486 

24.  多層膜調光材料        特許公開平 05-259485 

25.  超伝導装置          特許公開平 05-235417 

26.  スイッチング材料       特許公開平 05-235384 

27.  光電材料           特許公開平 05-235383 

28.  半導体装置          特許公開平 05-235382 

29.  光伝導材料          特許公開平 05-020916 
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30.  蛍光体及びその製法      特許公開平 05-017767 

 

Ⅸ 報告書等 

 

1. 高田 純： 水素化アモルファスシリコンドーピング超格子における準安 定状態. 物性研だより, 

第 28 巻第 2号, 42-42, 1988. 

2. 高田 純：有機無機複合多層膜 光電材料の新しい概念. インテリジェント材料, 13-1, 21, 1993. 

3. 高田 純：有機無機複合ナノシステム. インテリジェント材料, Vol.4(2), 33-39, 1994. 

4. 高田 純,  山本 貴男,渡辺 正則, 高木 俊宜： イオンビーム法による C60―セラミックスヘテロナ

ノ構造の形成:電子情報通信学会技術研究報告, OME95-27, 57—62, 1995． 

5. 高田 純：有機－無機ヘテロナノシステムとイオンビーム技術. 産業科学技術研究開発プロジェク

トに関する調査研究報告書, I13—23, 1995. 

6. 高田 純： 構造材料のヘルスモニタリング関連論文の紹介. インテリジェント材料, 6, 34-37, 

1996. 

7. 高田 純，星 正治，渡辺正則，高木俊宜： 有機-無機ヘテロナノシステムの研究とイオン工学． 

第 6 回放射線プロセスシンポジュウム講演要旨集，108-111, 1996． 

8. 高田 純： クラスターイオンビーム法による有機—無機へテロ接合膜の形成. 第 3 回次世代イオ

ン工学技術による新材料開発に関する調査研究報告 1996. 

9. 高田 純： ヒロシマからセミパラチンスクヘ.「不死鳥」広島大学 1996. 

10. 新田由美子，麻生博也，藤原 恵，田中英夫，金 隆史，谷 省蔵，宇吹 暁，高田 純、星 正治、神

谷研二, 丹羽太貫：高分子量 DNA の安定性に対する長期ホルマリン固定,パラフィン包埋の影響. 

広島医学, 49, 458-460, 1996. 

11. 星 正治，高田 純, 遠藤 暁, 藤村欣吾, 藤本 淳, 山下俊一, 難波裕幸, 伊東正博, 芹沢潔人, 

長瀧重信, 高辻俊宏, 岡島俊三, 佐藤 斉, 柴田義貞, 重松逸造, 紀伊国献三, Masyakin V. B., 

Kalimullin W. A., Derzhitsky V. E., Sharifov V. F., Veselkina I. I., Pilenko I. V., 

Danilchik S. A., Krupnik T. A., Kovalev A. I., Averichiev A. A., Shmygun P. M., Elagin 

V. V., Sokolovskiy K. N., Danilyuk V. V.：チェルノブイリ近郊住民の Cs-137体内量の測定. 

保健物理, 31, 132-1, 1996. 

12. Rozenson R.,  高田 純，田中英夫，新田由美子，金 隆史，星  正治，加藤 修，木村昭郎，佐

藤幸男: セミパラチンスク住民における電離放射線被曝の発癌におよぼす影響. 広島医学, 49, 

299-302, 1996. 

13. 芦沢潔人, 長瀧重信, 岡島俊三, 高辻俊宏, 藤村欣吾, 下村壮司, 星 正治, 佐藤 斉, 高田  純, 

藤本 淳: チェルノブイリ事故から 10年-健康影響評価に関する日本の国際研究協力―、III-3民間

提起. 日本原子力学会誌, 38, 195—200, 1996. 

14. 高田  純: ヘテロ接合型光センサー創製. ニューセラミックス, 2, 49-54, 1997. 

15. 金 隆史，高田 純，星 正治，早川式彦: 第 2 回広島国際シンポジウム ”放射線による長期低線

量被曝の人体影響 -セミパラチンスク核実験被災地区をモデルとして- ”の開催. 影響学会通信, 

11, 14-15, 1996. 

16. 新田由美子，麻生博也，藤原 恵，田中英夫，金 隆史，谷 省蔵，宇吹 暁，高田 純,星 正治, 早

川式彦, 神谷研二, 丹羽太貫: 高分子量 DNAの安定性に対する長期ホルマリン固定,パラフィン包

埋の影響. 広島大学博物館研究報告, 第 2号, 49-55, 1996. 

17. 遠藤 暁, 星 正治, 高田 純, 高辻俊宏, 江島洋介,立花 章, 佐々木正夫: 軟Ｘ線照射装置を用い

た放射線の細胞への物理作用の検討. 京都大学放射線生物研究センター年報 1996, 33, 1997. 

18. 高田  純, 遠藤 暁, 星 正治, 江島洋介,立花 章, 佐々木正夫: 物研究センターに導入された低
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線量ガンマ線照射装置の線量評価, 京都大学放射線生物研究センター年報  1996, 41-41, 1997. 

19. 高田 純: オン工学技術の手法を用いた有機・無機ヘテロ接合型光センサー創製. ニューセラミッ

クス, 2, 49-54, 1997. 

20. 高田 純: セミパラチンスク市. 影響学会通信, No.13, 3, 1997． 

21. 高田  純: モンブランの旅で－雄大な自然を目の前にして,  旅行読売，5, 214-215, 1997.  

22. 高田  純: 金 隆史，星 正治，早川式彦. 第２回広島国際シンポジュウム“放射線による長期低線

量被曝の人体影響－セミパラチンスク核実験被災地をモデルとして－”の開催. 保健物理, 32, 97-

98, 1997. 

23. 高田  純: 生物高度分子機能システムと人工ヘテロ構造. インテリジント材料，7, 16-22, 1997. 

24. 高田  純: 核とダイヤモンド －サハ共和国地下核爆発による住民の放射線被曝. 影響学会通信, 

No.16, 1-2, 1997． 

25. 秋山明胤, 高田 純, 長堀芳靖, 佐藤哲雄. 第一回サハ共和国地下核実験放射能汚染調査報告書.

日本財団 1997． 

26. 高田  純, 荻野由紀子, 谷 省蔵, 遠藤 暁, 新田由美子, 星 正治, 佐藤 斉, 高辻俊宏, 吉川 勲,    

Masyakin V. B., Sharifov V. F., Pilenko I. V., Veselkina I. I.: 携帯用 NaIスペクトロメ

ーターによる In Situ 環境放射能測定, 放射線物理, Suppl. No.51, 31-31, 1997. 

27. 高田  純, 新谷貴洋,中村 隆, 佐藤 哲: 第二回サハ共和国地下核実験放射能汚染調査報告書. 日

本財団 1998． 

28. 高田  純, 星 正治: サイアス Field Note・セミパラチンスク核実験と住民の放射線被曝, 34-34, 

1998. 

29. 高田  純: 線量国際会議の出席と放射線衛生学研究所の訪問. 放射線被曝者医療国際協力推進協

議会 1998. 

30. 高田  純, 保木本彰, 荻野由紀子, 谷 省蔵, 遠藤 暁, 新田由美子, 星 正治, 葉佐井博巳, 佐藤 

斉, 高辻俊宏, 吉川 勲: 広島市内のＣｓ－137 放射能密度その場測定. 広島医学, 51, 437-438, 

1998. 

31. 佐藤健一, 大瀧 慈, 新田由美子, 高田  純, 星  正治: 繰り返し測定データに基づく生物学的

効果比の区間推定. 広島医学, 51, 439-441, 1998. 

32. 星  正治, 岩谷和夫, 岡 隆光,遠藤 暁, 静間 清, 高田  純, 藤田正一郎, 葉佐井博巳:広島原爆

の中性子およびガンマ線の輸送計算. JAERI-Review 1998, 98-010, 210-222, 1998. 

33. 高田  純, Stepano, V., 星 正治他: サハ共和国における地下核爆発クラトン４周辺とテヤ村の

調査、広島医学, 53, 281-283, 2000. 

34. 高田 純: セミパラチンスク旧核実験場近郊住民の外部被曝線量評価, 平成 8－10年度科学研究費

補助金（基盤研究（Ｃ））研究成果報告書, 1999年３月. 

35. 高田 純： ロシア高放射能汚染地区へのフィールドミション. 電気学会誌, 119, 367-370, 1999.  

36. 高田 純: ロシア連邦でのプルトニウム製造過程における周辺住民に対する放射線防護衛生学上

の課程. 放射線科学 2000, 43,334-341. 

37. 高田  純,  星 正治, 山本正義, 長友恒人, 高辻俊宏, 吉川勲 et al.: セミパラチンスク核実験

場周辺住民の外部被曝線量. 長崎医誌, 75, 190-194, 2000. 

38. 高田 純, 小村和久, 三頭聡明編集. 核災害時における専門家のとりくみ（ＪＣＯ臨界事故におけ

る文部省緊急調査班の活動を中心に）第二回環境放射能・放射線夏の学校ワークショップ報告書, 

2000 年 9 月. 

39. Takada J.： Radiological investigations in Rongelap Island 1999, The first report. 

Inrernational Radiation Information Center, Research Institute for Radiation Biology and 

Medicine, Hiroshima University, October 2000. 

40. 高田  純： 内部被曝線量その場評価法の開発. 平成 10～12年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｂ）
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（２））研究成果報告書, 2001 年３月. 

41. 高田 純. 世界の放射線被曝地調査. 広島平和記念館ヒロシマ講座, 2.17, 2002. 

42. 高田 純. 旧ソ連の“灯台”・マヤーク（Mayak・Lighthouse in the former Soviet Union）.  講

談社「本」２月号, 50-52、2002. 

43. 高田 純： 放射線防護に役立てるために 世界の放射線被曝地を調査, 平和文化 第 145 号, 

13, 2002. 

44. 高田 純. 世界の放射線被曝地調査, 広大フォ-ラム (No.370), 20, 自著を語る, 2002. 

45. 星 正治、大瀧慈、高田 純、遠藤暁：日米による DS86に換わる原爆線量評価システムの構築と人

の放射線影響解析、平成１３～１５年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｂ）（２））研究成果報告

書（課題番号 13480169）、2004 年 3 月. 

46. 高田 純：核の時代の人類のモラル、ＮＨＫラジオ深夜便 こころの時代、2004. 

47. 高田 純：荒廃した生活環境の回復連絡委員会・放射性物質による環境汚染の予防と回復専門委員

会報告：放射性物質による環境汚染の予防と回復に関する研究の推進、日本学術会議、2005. 

48. 高田  純、星  正治、岡本哲治、佐藤  斉：セミパラチンスク核実験場周辺での長期低線量率被曝

に関する外部被曝線量再構築、平成 14～16年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｂ）（２））研究成

果報告書（課題番号 14380253）、2005年３月. 

49. 高田 純：原子力防災における緊急被曝医療の研究、平成 15～16 年度中国電力技術研究財団試

験研究助成金・研究成果報告書, 2005. 

50. 高田 純：ロンゲラップを訪ねて、札幌医科大学医学部医学科における一般教育「２１世紀問

題群」の講義スライドと受講生の感想文、2005. 

―――――――――――――――２００６ 

51. 高田 純：セミパラチンスクを訪ねて、札幌医科大学医学部医学科における一般教育「２１世

紀問題群」の講義スライドと受講生の感想文、2006. 

 

Ⅹ 教育講演等 

1. 高田 純：世界の放射線被曝地を調査、放射線業務従事者教育のため、茨城県大洗町, 

北大学金属材料研究所附属材料試験炉利用施設, 2003年 5月 8日－9 日. 

2. 高田 純：正しい放射線の理解～原子力事故と放射線被曝、「施設見学セミナー」講演、「フォー

ラム・エネルギーを考える」、水戸市、2003年 5月 22日－23日. 

3. 高田 純：原子災害の影響と公衆の防護, 講演と講義, 核燃料サイクル開発機構   

敦賀本部、国際技術センター、敦賀、2003年 6 月 5 日－6 日． 

4. 高田 純：招待講演、チエルノブイリを訪ねて, 講演と講義, 中国電力株式会社、「ハーモニー

ネットエネルギアセミナー柳井」第一回講演会、柳井、2003 年 7 月 17 日． 

5. 高田 純：原子力災害における公衆の放射線被曝の真実、講演と講義、財団法人放射線利用振興協

会国際原子力技術協力センター、日立シビックセンター、茨城県日立幸町、2003年 8月 20 日． 

6. 高田 純：身の回りの放射線について、講演と実験、中国電力株式会社広報室, 岡山, 2003 年 10

月 9 日． 

7. 高田 純：招待講演、世界とわが国の核災害およびそれからの回復と復興、シンポジウム「核災害

からの復興と原子力の平和利用における今後の課題」－ビキニ被災５０周年を記念して、日本学術

会議、東京、2004 年８月６日. 

8. 高田 純：招待講演、放射線と人体の関係の研究を続けて－日本の場合、フランスの場合－」社団・

女性職能集団ＷＡＲＰ講演会、日本原子力振興財団、大阪、2004 年 9 月 15 日. 

9. 高田  純：核テロリズムによる放射線被曝とその防護対策および核ハザードと社会心理的影響の現
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状と課題、日本学術会議「荒廃した生活環境の回復研究連絡会」会議講演、東京、2004 年 10 月 6

日. 

10. 高田  純：招待講演、対核テロリズム、消防庁国民保護室セミナー、東京、2004年 10 月 19日. 

11. 高田 純：招待講演、核災害に対する放射線防護、核燃料サイクル開発機構講演会、東海村、2005

年３月７日. 

12. 高田 純：招待講演、対核テロリズム 日本は防衛できるか？！ 核テロリズムの脅威と放射線防

護策、第３回国際テロ対策研究会、外務省テロ対策協力室、東京、2005年７月６日. 

13. 高田 純：放射線物質テロ対策から原子力の基礎知識を学ぶ、安全安心な社会を実現する科学

技術人材養成プロジェクトジャーナリストコース「リスク社会と報道」連続セミナー第２回、

東京大学先端科学技術センター、東京、2005 年 7 月 23 日. 

14. 高田 純：大規模核災害における報道の役割と課題、テレビ朝日報道局員対象の社内勉強会、

東京、2005 年 9 月 16 日. 

15. 高田 純：招待講演、「環境と健康を科学する～放射線の利用と防護」、松江市民大学公開

講座、松江市、2006 年８月２７日. 

16. 高田 純：招待講演、「核爆発災害」、札幌社会福祉専門学校開校 90 周年記念講演、札幌

市、2006 年９月１日. 

17. 高田 純：招待参加、原子力委員会「市民参加懇談会 in 松江」、テーマ：原子力～知りたい

情報は届いていますか～、於松江テルサ、松江市、2006 年 12 月 6 日. 

18. 高田 純：「核爆発災害について」、文部科学省委託事業－原子力・エネルギーと地域の関

わりについて－の講義（ラジオ部学生 10名を対象に）、於茨城工業高等専門学校、ひたちな

か市、2007 年 12 月 17 日. 

19. 高田 純：「各災害の科学 実像と大きく異なる日本人の心象」東京電力（株）講義および

少人数でのフリートーク、東京、2008 年 7 月 15 日. 

20. 高田 純：招待公演「中越沖地震に学ぶ危機管理の課題について」、日本原子力研究開発機

構講演会講師、原子力緊急時支援・研修センター、ひたちなか市、2008 年 8 月 25 日. 

21. 高田 純：招待公演「中越沖地震に学ぶ危機管理の課題について」、日本原子力研究開発機

構講演会講師、高速増殖炉研究開発センター、敦賀市、2008 年 10 月 6 日. 

22. 高田 純：招待公演「放射線防護学について」、(財)日本原子力文化振興財団による講師依

頼、奈良学園中学校・高等学校、大和郡山市、2008 年 11 月 4 日. 

23. 高田 純：緊急レポート「知られざる「中国核実験」の惨状」～中国・北朝鮮の核兵器開発と

日本の課題～、日本会議広島時局講演会、平成 21年 5月 23 日。 

―――――――――――――――２０１１ 

24. 高田 純：招待公演「真実を知ろう福島の放射線」、こころとからだの健康フェスタ 2012 講

師、東京都立産業貿易センター、東京都、2012 年 3 月 31 日 

―――――――――――――――２０１２ 

25. 高田 純：公演「福島県放射線衛生調査報告低線量で健康被害なし」、大学院共通講義・先端

医学セミナー、札幌医科大学、札幌、2012 年 11 月 6 日 

―――――――――――――――２０１３ 

26. 高田 純：公演「福島県における放射線衛生」、「放射線の影響を科学的に検証する議員連

盟」にて「福島県における放射線衛生」についての勉強会、衆議院第二議員会館、東京、2013

年 5 月 29 日 

27. 高田 純：公演「世界の核災害現場と福島」、千葉県主催放射線に関する講習会、千葉県文化
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会館、千葉、2013 年 9 月 8 日 

―――――――――――――――２０１４ 

28. 高田 純：公演「放射線と生命」、北海道札幌厚別高校、札幌、2014 年 6 月 23日 

29. 高田 純：公演:「福島２０ｋｍ圏内は帰還できる線量です」、放射線議連及び普及する会主

催、衆議院第二議員会館、東京、2014 年 10 月 29 日 

―――――――――――――――２０１６ 

30. 高田 純：「福島 20Km 圏内の低線量・低線量率の科学」、日本医科大学 放射線作業従事者に

対する教育訓練講師 2016、東京都、2016年 4 月 25 日（講演） 

31. 高田 純：「放射線に関する講習会」千葉県防災危機管理部防災対策課、松戸市、2016 年 9 月

3 日 

32. 高田 純：公演「現地科学調査から見た福島の真実」、大学院共通講義・平成２８年度先端医

学セミナー、札幌医科大学、札幌、2016年 11月 8 日 

 

ⅩⅠ その他主宰した研究会、共同研究、在外研究 

 

高田 純：第１回放射線防護医療研究会・代表世話人、札幌、2005年 11 月 21 日。 

高田 純：第１回放射線防護医療研究会公開勉強会・代表世話人、札幌、2006 年 3月 16 日。 

高田 純：第２回放射線防護医療研究会・代表世話人、2006 年 11 月 29 日。 

高田 純：第２回放射線防護医療公開勉強会・代表世話人、札幌、2007 年 9 月 5日。 

高田 純：第３回放射線防護医療研究会・代表世話人、札幌、2007 年 11 月 14 日。 

高田 純：第４回放射線防護医療研究会・代表世話人、札幌、2008 年 12 月 10 日。 

高田 純：第５回放射線防護医療研究会・代表世話人、札幌、2009 年 12 月 10 日。 

  高田 純：第６回放射線防護医療研究会・代表世話人、札幌、2010 年 12 月 1 日 

 

  高田 純：第 7 回放射線防護医療研究会・代表世話人、札幌、2011 年 12 月 12 日 

  高田 純：第 8 回放射線防護医療研究会・代表世話人、東京、2012 年 12 月 16 日 

  高田 純：第 9 回放射線防護医療研究会・代表世話人、東京、2013 年 11 月 24 日 

高田 純：第一回放射線の正しい知識を普及する研究会 SAMURAI2014・プログラム委員長、東

京、2015 年㋂24 日 

高田 純：日本の平和と繁栄を考える科学の会、平和と防衛 アジアの海・沖縄県と日本、「誇

りある国 日本」（基調報告）、東京、2016 年 10 月 16 日 

高田 純：放射線防護情報センター・日本の平和と繁栄を考える科学の会、科学講演会「誇り

ある日本文明」（講師）、札幌、2016 年 12 月 10 日 

 

 在外研究 

     高田 純：マーシャル諸島共和国 2005 年 7 月 31 日―8月 7日（８日間） 

     マーシャル諸島を再訪問、島民の前歯ベータ計数を測定するため。 

     高田 純：オーストリア、ウィーン 2007年 4月 21日－4 月 29日、 

          IAEA 会議出席のため。 

     高田 純：ブエノス・アイレス、アルゼンチン 2008 年 10 月 17 日－10 月 25 日、第 12 回

国際放射線防護学会参加のため。 

     高田 純：ウランバートル、モンゴル 2011 年 3 月 21 日－3月 28 日、モンゴル人の内部被
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曝線量その場調査法による前歯のベータ線計測  

     高田 純：グラスゴウ、スコットランド 2012 年 5 月 13 日－5 月 20 日、第 13 回国際放射

線防護学会参加のため 

     高田 純：ケープタウン、南アフリカ、2016年 5月 7日～5 月 14 日、第 14 回国際放射線防

護学会参加、福島 20Km 圏内の低線量率の真実についての講演 

  共同研究 

    高田 純：「災害時放射線防護計算機システムに関する基礎的研究」、札幌医科大学と日本

原子力研究開発機構との共同研究、平成１７年８月締結。 

第１回会議を同年１１月２９日、札幌医大医学部物理学教室にて行う。 

    出席者：武石 稔、竹安正則、高田純、加茂憲一. 

 

ⅠⅡ 教育用資料 

     高田 純：「放射性ストロンチウムによる体内被曝線量のその場検査」 

           平成２１－２３年度科研費（基盤研究 C）２０１０年３月作成 

     高田 純：「楼蘭周辺での核爆発からの黄砂に含まれていた放射性ストロンチウム日本人の

骨格に蓄積」 

           平成２１－２３年度科研費（基盤研究 C）２０１１年３月作成 

 

     高田 純：「放射線はエネルギーだ～放射線と健康 生命と自然放射線、医療と核災害～」 

           平成２１－２３年度科研費（基盤研究 C）２０１２年作成 

高田 純：「放射能と放射線の基礎知識」 

           平成２５年度ＫＡＧＡＣ教員免許状更新講習（eラーニング）講師） 

高田 純：「放射能と放射線の基礎知識」 

           平成２８年度玉川大学および協力機関によるｅラーニング 

教員免許状更新講習(e-TAMAGO)講師） 

 

ⅠⅢ その他 

1. 高田 純：福島で復興する低線量で健康被害は発生しない, Voice, Vol2,5, 2011 

2. 高田 純：「美味しんぼ」論争・科学者からの反論～非科学的な“風評加害”は許せません, Voice, 

2014 年 7 月号, 136-143，2014 

 

受賞 

1. 鐘淵化学工業技術振興特別賞（昭和 63 年（1988 年）） 

2. 未踏科学技術協会・第一回高木賞（平成 6 年（1994 年）） 

3. 中国電力技術研究財団 原子力防災における緊急被曝医療の研究（平成 15 年（2003 年）） 

4. 第 3 回最優秀藤誠志賞（2010 年）「広島平和公園の碑文は撤去すべし」 

5. 第 4 回最優秀藤誠志賞（2011 年）「福島は広島にもチェルノブイリにもならなかった 東

日本現地調査から見えた真実と福島復興の道筋」 

6. 第 49 回北部防衛衛生学会における感謝状「被核武力攻撃事態における医療対応」(特別講

演)(平成 18年 2月 2 日） 

7. 第 58 回北部防衛衛生学会における特別公演の功績「放射線防護の実践 福島軽水炉事象の

検証」(特別講演)(平成 26 年 11月 27 日） 
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日本図書館協会選定図書 

1. 高田 純：「核爆発災害 ―そのとき何が起こるのか (高田純の放射線防護学入門シリー

ズ)」, 医療科学社, 1-176, 2015 

2. 高田 純：「決定版 福島の放射線衛生調査－低線量率だった福島の真実と 20Km 圏内の

復興(高田純の放射線防護学入門シリーズ)」, 医療科学社, 1-202, 2015 

3. 高田 純：増補版「世界の放射線被曝地調査―日本人が知らされなかった真実」，(高田

純の放射線防護学入門シリーズ)」, 医療科学社, 1-244, 2016 

 

これまでに受けた研究費 

【科学研究費補助金】 

１． 国際学術研究（平成 7-8 年）セミパラチンスク核実験場近郊住民の被曝線量評価と疾病調

査 高田純（分担）(12,800 千円)  

２． 基盤研究Ｃ (平成 8-10 年) セミパラチンスク旧核実験場近郊住民の外部被曝線量評価 

高田純（代表）(2,600 千円)  

３． 国際学術研究（平成 9-10 年）旧ソ連核実験場セミパラチンスク近郊の被曝線量再構築と

健康影響調査 高田純（分担）(10,400 千円)   

４． 基盤研究Ｂ (平成 10-12) 内部被曝線量その場評価法の開発 高田純（代表） (4,300 千

円) 

５． 海外研究開発動向調査・文部省在外研究員 (平成 11 年) ロシア連邦での核原料製造過程

における周辺住民に対する放射線防護・衛生学上の課題調査に関する研究  高田純 (1,126

千円)   

６．  基盤研究 B （平成 14-16 年） セミパラチンスク核実験場周辺での長期低線量率被曝

に関する外部被曝線量再構築 高田純（代表）(8,500 千円) 

７．  基盤研究 C （平成 21－23 年）放射性ストロンチウムによる内部被曝線量その場評価法

の検討 高田純（代表）（2,900 千円） 

８． 挑戦的萌芽研究（平成 24-26 年度）中性子捕捉療法の新しい品質保証法一増感した面検出

器による線質弁別二次元分布測定一田中憲一（代表）、高田純（分担）(2,900 千円)   

９．  基盤研究 B （平成 26－28 年度）中性子捕捉療法の 4 線質３次元分布の品質保証―田中

憲一（代表）、高田純（分担）(3.200 千円)   

 

【その他】 

１． 中国電力技術研究財団 試験研究助成金(平成 15-16 年)「原子力防災における緊急被曝医

療の研究」 高田純（代表）（2,500 千円） 

２． 札幌医科大学特定医学研究推進事業費(平成 19 年度)「がんプロフェッショナル養成のた

めの放射線防護学教材の開発」高田純（代表）（500 千円） 

３． 日本放射線影響学会、日本保健物理学会、放射線防護医療研究会代表世話人 

４． 放射線防護情報センター代表 

５． 北海道地区緊急被ばく医療ネットワーク調査検討会委員  

６． 元国連科学委員会国内対応委員会委員、 

７． 第 19 期日本学術会議研究連絡員 


